


　九谷焼の再興を目指して大聖寺城下町の

豪商吉田屋伝右衛門が文政七年(1824)、九

谷古窯の横に窯を築き、わずか２年足らず

の文政９年に、山代温泉の窯跡展示館があ

るこの地に窯を移して、本年が200年とな

ります。以後この地が九谷焼の正統な継承

地となりました。地となりました。

　吉田屋は商人ではありましたが、大聖寺

藩に多大な貢献をしたことで苗字帯刀を許

された武士格で、豊田成元と名乗っていま

した。

　趣味は多才で、絵画・書・和歌・俳句・

漢詩・花道・茶道・骨董賞玩など、およそ

当時の武士が嗜む教養を身につけた文化人当時の武士が嗜む教養を身につけた文化人

でもありました。九谷焼の再興は商人とし

て儲けるためではなく、文化人としての伝

右衛門が目指したものなのです。それは色

絵製品に高価な色釉を多く使う青手を製造

し、揃え物以外の大皿は二つ同じものを作

らないという古九谷以来の製作姿勢を貫い

た点にも表れています。た点にも表れています。

　今回の展示を通して古九谷に劣らない九

谷焼として、後世に残して恥じない製品作

りにこだわった伝右衛門の心意気を知って

いただければ幸いです。


